
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

6,986 6,986

利用台数

駐車場利用料
納付金

87,343台

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

東西駐車場のうち西駐車場は今後市営駐車場としては閉鎖となる予定であるが、公共交通機関への乗換えや近隣施設を利用する市民等の利便性を確保す
る必要があることから、現状継続とする。

指定管理期間3年のうち2年目で
㈱キタデンによる運営
東西利用台数87,343台
西駐車場自動管理機器借上
（2016.7～2022.6までの6年間）
※借上げ終了時、市に帰属
東駐車場自動管理機器借上
（2019.9.17～2025.9.16までの6
年間）

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

土
木
事
務
所

有料駐車場管理運営
事業

駅周辺施設等の利便性向上のため、駐車
場の適切な管理運営を行い、利用促進を
図る。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 4 住みよい環境にかこまれたまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 4-1都市機能の整備
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 4-1-1 都市機能の整備の推進



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

946 946

令和4年度目標
補植数
緑陽通線  10本

緑のまちづく
り基金とりく
ずし

令和4年度実績
補植数
緑陽通線 6本

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

道路環境の向上のため計画的に実施する必要があることから、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

土
木
事
務
所

街路樹補植事業
都市景観の保持と交通の安全性の確保の
ため、枯れや倒木によって除去された空
き植樹桝の補植を実施する。

2006年度～2015年度
・ｻﾄｳｶｴﾃﾞ  79本（緑陽通線）
・ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ　55本（緑陽通線）
・ﾊｼﾄﾞｲ    60本（稲穂通線）
・ｲﾁｮｳ      1本（新栄37番通線）
・ﾅﾅｶﾏﾄﾞ　 11本（輪厚中央通線）
・ﾅﾅｶﾏﾄﾞ   12本（西の里中学校通線）
・ｲﾁｮｳ      5本（新栄37番線）
2016年度
・ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ   5本（緑陽通線）
・ﾔﾏﾓﾐｼﾞ    4本（虹ヶ丘中央通線）
2017年度
・ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ  14本（緑陽通線）
・ﾊｼﾄﾞｲ     1本（稲穂通線）
2018年度
・ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ  14本（緑陽通線）
2019年度
・ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ  13本（緑陽通線）
2020年度
・ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ　 9本（緑陽通線）
2021年度
・ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ　 9本（緑陽通線）
2022年度
・ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ　 6本（緑陽通線）

現状継続 現状継続

施策 4-4-1 市内幹線道路・生活道路等の整備
事業を休止や終了とするもの

担
当
課

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 4 住みよい環境にかこまれたまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 4-4 道路環境の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0 0

令和4年度
事業実施なし

令和4年度
･助成なし

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

市が管理しない道路等で、道路施設整備を行うことにより住民生活の向上が図られることから、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

土
木
事
務
所

地域土木振興事業

市内の土木施設の整備を図り、住民生活
の向上に寄与する目的で、共同で土木工
事を実施する者に対し、事業費の支援を
行う。

2007年度：3団体、2008年度：2団体
2009年度：3団体、2010年度：1団体
2011年度：3団体、2012年度：3団体
2013年度：2団体、2014年度：4団体
2015年度：4団体、2016年度：1団体
2017年度：2団体、2018年度：2団体
2019年度：2団体、2020年度：1団体
2021年度：1団体、2022年度：実施なし

現状継続 現状継続

施策 4-4-1 市内幹線道路・生活道路等の整備
事業を休止や終了とするもの

担
当
課

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 4 住みよい環境にかこまれたまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 4-4 道路環境の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

42,777 42,777

令和4年度目標
値
排雪実施延長
143㎞/生活道路
総延長213㎞＝
67.1％

令和4年度実績
値
排雪事業実施率
60.9％

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

幹線道路は市が排雪し、生活道路の排雪は市補助による自治会負担として、市民協働による冬季間の生活環境の向上が図られることから、現状維持とす
る。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

土
木
事
務
所

市道排雪支援事業
冬期間の生活環境の改善と交通確保を図
るため、市街化区域内における市道の排
雪を実施する自治会等を支援する。

市道排雪支援補助金　74団体
補助対象延長L=129.7km

現状継続 現状継続

施策 4-4-4 雪対策の推進
事業を休止や終了とするもの

担
当
課

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 4 住みよい環境にかこまれたまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 4-4 道路環境の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,637 1,637

補助対象延長目
標
7.2km

補助対象延長実
績
5.4km

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

市民生活における冬期間の交通を確保するため必要不可欠な事業であり、世帯負担上限額については、市民生活を圧迫しない為にも妥当な金額設定であ
ることから、現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

土
木
事
務
所

私道除雪支援事業
冬期間の交通確保のため、私道の除雪を
実施する団体を支援する。

私道除雪補助金　17団体
補助対象延長L=5.4km

現状継続 現状継続

施策 4-4-4 雪対策の推進
事業を休止や終了とするもの

担
当
課

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和5年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 4 住みよい環境にかこまれたまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 4-4 道路環境の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,056 1,056

令和4年度目標
貸出延べ日数
ｎ＝505日

令和4年度実績
貸出延べ日数
ｎ＝370日

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

冬期間における交通の確保や生活環境の向上を図ることを目的とした事業であり、引き続き町内会などと市で道路の除雪作業を協働して実施する必要が
あることから、現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

土
木
事
務
所

小型除雪機貸出事業
通常の市道除雪では対応しきれない道路
などの除雪を自主的に行う自治会等を対
象に貸出を行う。

小型除雪機の貸出
（貸出延べ日数370日）
貸出率　73.3％

現状継続 現状継続

施策 4-4-4 雪対策の推進
事業を休止や終了とするもの

担
当
課

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 4 住みよい環境にかこまれたまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 4-4 道路環境の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 0

令和4年度目標
除雪車等の更
新・増強　1台

除雪車等購入
事業交付金

除雪車等購入
事業債

車両売払収入

令和4年度実績
除雪車等の更新

凍結防止剤散布
車更新　0台

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　除雪体制の維持強化のために、市の保有する除雪車両の充実を図る必要があることから、現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

土
木
事
務
所

除雪車等購入事業

除雪車等の更新・増強を計画的に行うこ
とにより、除雪体制の保持・強化を図
り、冬期間の円滑な交通と安全を確保す
る。

2010年度:凍結防止剤散布車の更
新
2011年度:小型ロータリ除雪車の
更新
2012年度:除雪ドーザ、小型ロー
タリ除雪車の新規購入。
2013年度:大型ロータリ除雪車の
更新及び除雪トラックの更新。
（H24補正繰越）
2014年度:除雪ドーザの更新。
2015年度:大型ロータリ除雪車の
新規購入。
2016年度:小型ロータリ除雪車の
更新及び道路パトロール車の更
新。
2017年度:除雪グレーダの更新及
び道路維持作業車の更新。
2018年度:大型ロータリ除雪車の
更新。
2020年度:除雪ドーザの更新。
2021年度:小型ロータリ除雪車の
更新。
2022年度：実績なし

現状継続 現状継続

施策 4-4-4 雪対策の推進
事業を休止や終了とするもの

担
当
課

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 4 住みよい環境にかこまれたまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 4-4 道路環境の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの


